
ふるさと寄附金・別所線応援コースの新設について 

 

１ 趣  旨 

 ・台風 19号に伴う千曲川左岸堤防の欠損に伴い、10月 13日早朝、別所線の橋梁が崩落

して以降、市内外から、数多くの応援の声をいただいている。 

 ・100 年の歴史を誇り、地域の資源・財産である別所線を復旧・存続させることは、多

くの市民の願いである。 

 ・年間 130万人の輸送力を誇る別所線は、通学・通勤、高齢者の通院・買い物、教育・

文化、環境、観光振興など、様々な側面で重要な役割を有している。 

 ・昭和 48年、平成 16年の二度の廃線危機を乗り越え、市民と市議会の理解を得て、市

と上田電鉄では、３か年ごとの運行協定に基づき安全対策事業を実施している。 

 ・以上を踏まえ、災害復旧及び計画的な安全対策事業を推進するため、市としての財源

確保の観点から、ふるさと寄附金に、別所線応援コースを新設する。 

 

２ 現状の取組 

（１）現在のコース 

 Ａコース：夢に向かって！         （上田城復元プロジェクト） 

 Ｂコース：スポーツ合宿の聖地菅平高原   （菅平高原スポーツ施設整備事業） 

 Ｃコース：がんばれ子どもたち！      （学び舎応援学校教育支援事業） 

 Ｄコース：いつまでも大切にしたい私の故郷 （上田の原風景保全整備事業） 

 Ｅコース：文化・芸術と交流による、まちの魅力アップ！（文化・芸術創造事業） 

 Ｆコース：市長におまかせ！ 

（２）ガバメントクラウドファンディング 

 ・人と猫の共生を目指して！野良猫を適切に管理し、不幸な命をなくしたい 

（３）災害支援 

 ・台風１９号に伴う災害支援コース（返礼品なし） 

 

３ 新設コース 

（１）名   称：Ｇコース：「がんばるぞ、別所線！」（別所線応援プロジェクト） 

（２）開 始 日：令和元年１２月１３日 

（３）返 礼 品：現状どおり約３００品目（別所線グッズの追加を検討） 

         市民には返礼品なし 

（４）運営サイト：①ふるさとチョイス、②楽天ふるさと納税、 

③ふるなび、④東急ふるさとパレット 

（５）周 知 方 法：12/13定例市長記者会見（報道機関） 

         上田市ホームページ・ツイッター、チラシ（別紙） 

 

４ 担当窓口 

（１）別所線の支援事業に関すること：都市建設部 交通政策課 

（２）ふるさと寄附制度に関すること：市民まちづくり推進部 移住交流推進課 

令和元年１２月１３日 

定例市長記者会見資料 

上田市 交通政策課 



 

 

５ 別所線災害復旧への市民の応援活動 

 ・10/20 別所温泉旅館組合 別所温泉駅で署名・募金活動 

 ・10/21 別所線みらい応援プロジェクト インターネット署名活動 

 ・10/29 別所線電車存続期成同盟会 市長に要望書提出 

 ・11/25 上田市自治会連合会 市長に要望書提出 

 ・11/03 さくら国際高校 文化祭で募金活動 

 ・11/17 別所温泉観光協会 別所温泉駅に折り鶴ボード設置 

 ・12/01 長野大学生 電車内の中づり広告への応援メッセージ・広告費募集 

 ・12/01 市内全 241自治会への署名活動開始（自治連、同盟会） 

 

６ 被災以降の経過 

 ・10/13 8時頃、千曲川堤防の崩落に伴い、別所線橋梁が落下 

 ・10/15 電車運行再開（別所温泉駅・下之郷駅）、及び代行バス運行開始 

 ・11/16 電車運行延伸（別所温泉駅・城下駅）、及び代行バス 

 ・11/22 「2021年春頃の運転再開を目指して進めていく」旨を上田電鉄が公表 

 ・11月下旬に現地測量を実施 

 ・12月～2月頃、地質調査、橋桁（落下した赤い鉄橋部分）の撤去工事 

  ※出水期（6月～10月）は、千曲川左岸堤防工事、橋梁工事の実施が不可 

 

 


